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多様な会議形態

ワークライフバランスの実現

無線LAN

抽選で席決め

ペーパーレス

エコ・経費節減

多様な働き方

フレックスタイム

業務の効率化

フリーアドレス

休暇取得の推進

働き方改革の取組と効果

集中スペース

コミュニケーションが
対面より難しい

出張せずとも
意思疎通可能

テレワーク

外勤先で勤務可能

電子白板

資料セット不要
リモートアクセスツール

立ち会議

職場全体の
コミュニケーションの
取りやすさ向上

固定電話の廃止・
公用スマートフォン

時間短縮や
スペースの有効活用

外部配布や確認作業で
紙が必要な場合もあり

仕事と家庭の
両立支援

テレビ会議

超過勤務の縮減

勤怠管理や
人材育成の難しさ
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座席決定用の抽選機

モバイルロッカー

・消費者行政新未来創造オフィスは、主な執務室が東西２部屋
・職員は執務室（西）に出勤し、まず抽選でその日に座る席を決定
・木材を取り入れた環境

消費者行政新未来創造オフィスの様子（１）

（職員が出勤する前のオフィスの様子）

職員出勤後の風景

執務室（西）
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執務室（東）
集中スペース

立ち会議の様子

電子白板
（インタラクティブ・
ホワイトボード）

昇降机

テレビ会議の様子

・チームで業務が出来る机・座席と一人用の集中スペースを執務室（東）に設置
・立ち会議スペース（電子白板付）は２箇所
・テレビ会議は複数箇所で実施可能

消費者行政新未来創造オフィスの様子（２）
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